
外
国
の
タ
ク
シ
ー
事
情

白

川

隆
久



平
成
五
年
一
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
イ
ン
タ
ー
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
タ
ク
シ
ー
を
依
頼
、
タ
ク
シ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
、
玄
関
で
私
と
家
内
の
足
元
か
ら
頭
の
先
ま
で
し
げ
し
げ
と

見
て
、
新
鋭
タ
ク
シ
ー
が
並
ぶ
、
そ
の
向
こ
う
側
の
ポ
ロ
タ
ク
シ
ー

を
サ
イ
ン
で
呼
ん
だ
。
運
転
手
は
実
直
そ
う
だ
っ
た
が
、
車
体
は
全

く
醜
い
ポ
ン
コ
ッ
車
で
あ
っ
た
。
行
く
先
は
、
旧
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
（
江
戸
時
代
・
長
崎
貿
易
の
拠
点
）
の
跡
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国

の
水
門
と
同
型
の
水
門
、
ス
ン
ダ
・
ク
ラ
バ
港
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
国
際
港
よ
り
東
、
旧
来
の
港
）
、
車
は
走
り
出
し
た
。
冷
房
は
無

し
。
酷
暑
。
窓
を
開
け
る
と
砂
塵
は
車
内
に
舞
い
込
む
。
も
っ
と
鷲

い
た
の
は
、
一
旦
停
車
し
て
貰
い
、
そ
の
後
出
発
す
る
都
度
、
車
の

前
の
所
で
エ
ナ
ー
シ
ャ
ー
を
数
分
間
、
手
で
回
転
さ
せ
、
運
転
席
に

一
民
る
と
エ
ン
ジ
ン
に
コ
ン
タ
ク
ト
、
車
は
や
っ
と
動
き
出
す
。
昭
和

二
十
三
、
四
年
頃
、
田
舎
の
バ
ス
で
こ
の
光
景
を
見
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
将
に
交
通
博
物
館
に
鎮
座
す
べ
き
迷
車
に
平
成
の
御
代
に
乗

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
だ
っ
た
。

ス
ン
ダ
・
ク
ラ
（
港
は
、
数
百
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ー
型
帆
船
が
ズ
ラ
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リ
と
並
ん
で
そ
れ
は
壮
観
だ
っ
た
。
白
人
観
光
客
は
何
人
か
見
か
け

た
が
、
日
本
人
は
見
か
け
な
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
り
、
タ
ク
シ
ー
代
の
支
払
い
を
済
ま
せ
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
家
内
と
話
し
合
っ
た
。

「
あ
の
オ
ン
ポ
ロ
車
に
乗
せ
ら
れ
た
の
は
無
理
も
な
い
な
！
」

「
私
達
の
姿
・
形
を
見
れ
ば
当
然
で
し
ょ
う
」

実
は
、
こ
の
パ
ッ
ク
旅
行
、
バ
リ
島
バ
リ
・
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル
で
第

一
泊
、
午
前
か
ら
私
達
が
観
光
に
出
か
け
た
後
、
正
午
頃
出
火
、
ホ

テ
ル
は
全
焼
（
大
き
な
火
災
で
は
耐
火
金
庫
も
駄
目
）
全
員
着
の
身

着
の
ま
ま
と
な
り
、
色
々
な
事
情
で
流
れ
解
散
に
な
っ
た
。
そ
れ
か

ら
五
日
間
、
折
角
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ポ
ロ
プ
ド
ウ
ル

や
ジ
ョ
グ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
主
な
所
だ
け
は
見
て
帰

ろ
う
と
、
家
内
と
一
緒
に
頑
張
っ
た
。
し
か
し
、
旅
先
で
す
べ
て
の

荷
物
を
失
う
と
、
か
く
も
酷
い
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
髭
は
ぼ
う
ぼ

う
、
汚
れ
た
運
動
靴
、
垢
ま
み
れ
の
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
姿
、
こ
れ
は

も
う
ル
ン
ペ
ン
で
あ
る
。

「
見
知
ら
ぬ
所
で
は
、
人
の
服
装
、
姿
、
形
を
見
て
判
断
す
る
し

か
判
断
の
材
料
は
無
い
の
だ
か
ら
」

「
タ
ク
シ
ー
代
、
踏
み
倒
さ
れ
は
し
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
ろ
う

な
」旅
の
七
日
目
、
成
田
へ
到
着
、
一
月
の
日
本
は
厳
寒
、
丸
亀
へ
到

着
す
る
ま
で
、
シ
ャ
ツ
の
重
ね
着
（
常
夏
の
国
で
は
シ
ャ
ツ
よ
り
分

厚
い
物
は
売
っ
て
い
な
い
。
）
敗
残
兵
も
か
く
や
と
い
う
姿
で
家
へ



二
年
前
の
マ
ル
タ
島
。
夕
食
ま
で
に
三
十
分
の
時
間
が
あ
っ
た
。

ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
と
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
激
戦
が
あ
っ
た
こ
の
鳥

で
、
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
の
野
戦
病
院
跡
（
今
は
ユ
ネ
ス
コ
機
関
）
の
写

真
だ
け
で
も
撮
っ
て
お
き
た
く
て
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
行
き
先

を
告
げ
、
タ
ク
シ
ー
を
手
配
し
て
も
ら
っ
た
。
念
の
た
め
、
料
金
を

聞
く
と
十
ド
ル
で
大
丈
夫
と
言
わ
れ
た
。

マ
ル
タ
島
の
タ
ク
シ
ー
は
気
を
つ
け
な
い
と
、
特
に
日
本
人
だ
と

わ
か
る
と
三
倍
は
フ
ッ
カ
ヶ
ら
れ
る
と
石
川
和
恵
さ
ん
の
「
マ
ル
タ

島
に
魅
せ
ら
れ
て
」
に
書
い
て
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
念
に
は
念

を
入
れ
て
フ
ロ
ン
ト
の
人
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
乗
車
し
た
。
運
転

席
と
助
手
席
に
計
二
人
が
乗
っ
て
い
た
。
途
中
、
他
の
見
所
を
幾
つ

も
勧
め
ら
れ
た
が
、
断
り
続
け
、
目
的
物
だ
け
を
写
真
に
収
め
て
帰

路
に
つ
く
。
途
中
で
「
日
本
人
か
」
と
問
い
か
け
て
き
た
。
日
本
人

だ
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
石
川
さ
ん
の
本
に
は
再
一
一
一
．
注
意
が
し

て
あ
っ
た
の
に
、
瞬
間
、
「
そ
う
だ
」
と
誘
導
尋
問
に
引
っ
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
拙
い
な
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ホ
テ
ル
前
か
ら
少

し
離
れ
た
所
に
停
車
し
た
。
二
人
が
降
り
、
私
も
降
り
た
。
「
い
く

ら
か
」
と
問
う
と
「
三
十
ド
ル
」
と
言
う
。
私
は
十
ド
ル
だ
け
を
運

転
手
に
渡
し
、
「
問
題
が
あ
る
な
ら
、
フ
ロ
ン
ト
で
話
そ
う
」
と
言

い
、
サ
ッ
サ
と
ホ
テ
ル
へ
入
ろ
う
と
し
た
。
助
手
席
に
い
た
の
が
怖

い
顔
を
し
て
通
せ
ん
ぽ
を
し
た
が
、
運
転
席
に
い
た
の
が
、
私
の
剣

辿
り
つ
い
た
。

二
年
前
の
六
月
、
宿
は
イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方
の
ポ
ー
ネ
ス
。
こ
こ

か
ら
ハ
ド
リ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
（
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
が
、

北
方
の
敵
ケ
ル
ト
人
の
侵
入
に
備
え
て
紀
元
一
二
一
一
年
、
東
は
ニ
ュ

ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
か
ら
西
は
カ
ー
ラ
イ
ル
ま
で
延
々
二
八
キ
ロ
の

大
城
壁
を
作
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
版
「
万
里
の
長
城
」
と
呼
ば
れ
る
。
）

を
見
た
く
て
フ
ロ
ン
ト
の
人
に
、
ハ
ド
リ
ア
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
を
見
た

い
の
で
、
地
理
に
詳
し
く
誠
実
な
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
と
依

頼
し
た
。
背
の
高
い
好
青
年
が
や
っ
て
き
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
と
料
金

を
交
渉
。
パ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
（
往
復
・
見
学
所
要
時
間
を
含

む
〉
料
金
、
八
十
ポ
ン
ド
三
万
五
千
円
）
所
要
時
間
、
四
時
間
で

契
約
が
ま
と
ま
っ
た
。

車
は
カ
ー
ラ
ィ
ル
ヘ
向
け
て
ま
っ
す
ぐ
北
上
、
今
残
っ
て
い
る
城

壁
は
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
更
に
東
へ
車
で
三
十
分
。

到
着
す
る
や
、
急
に
激
し
い
雨
が
降
っ
て
き
た
。
私
の
カ
メ
ラ
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
彼
は
懸
命
に
傘
を
さ
し
か
け
る
。
帰
り
か
け
る

と
嘘
の
よ
う
に
雨
が
止
む
（
イ
ギ
リ
ス
で
は
外
出
に
傘
が
必
需
品
）
。

ポ
ー
ネ
ス
の
宿
が
近
づ
く
頃
、
時
間
は
ま
だ
三
十
分
程
余
っ
て
い
た
。

私
と
家
内
は
車
の
中
で
チ
ッ
プ
を
い
く
ら
や
る
か
を
相
談
し
は
じ
め

た
。
彼
に
は
○
ポ
ン
ド
と
い
う
音
声
し
か
わ
か
ら
な
い
。
「
八
ポ
ン

ド
」
「
い
や
、
十
ポ
ン
ド
」
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
、
彼
は
ま
だ
約

幕
を
見
て
、
「
こ
れ
は
無
理
だ
」
と
助
手
席
の
に
話
し
か
け
、
雛
を

逃
れ
た
。



三
年
前
、
広
州
〈
広
東
）
の
空
港
で
、
日
本
へ
帰
国
す
る
便
に
、

約
二
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
の
一
一
一
元
里
反

英
闘
争
の
記
念
物
が
残
っ
て
い
る
場
所
ま
で
は
、
車
で
二
十
分
の
筈

だ
。
空
港
前
に
は
流
し
の
タ
ク
シ
ー
が
充
満
し
て
い
る
。
一
台
の
タ

ク
シ
ー
に
、
往
復
料
金
を
尋
ね
る
と
二
百
元
（
三
千
円
）
だ
と
吹
き

か
け
た
。
広
州
市
内
を
二
時
間
余
り
、
誠
心
誠
意
案
内
し
て
く
れ
た
、

リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
の
専
属
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
料
金

が
八
十
元
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
法
外
な
値
段
で
あ
る
。
次

束
の
四
時
間
が
き
て
い
な
い
か
ら
値
切
る
相
談
を
し
て
い
る
と
勘
違

い
し
た
ら
し
く
、
「
近
く
に
あ
る
景
色
の
美
し
い
所
へ
行
か
な
い
か
」

と
誘
う
。
断
る
と
、
交
差
点
ご
と
に
ゆ
っ
く
り
と
停
車
、
老
人
を
見

か
け
る
と
「
渡
れ
」
「
渡
れ
」
と
先
を
譲
る
。
明
ら
か
に
時
間
稼
ぎ

を
し
た
。
そ
れ
で
も
約
束
の
四
時
間
よ
り
二
十
分
程
、
早
く
着
い
て

し
ま
っ
た
。
彼
の
挙
動
は
値
切
ら
れ
る
と
思
っ
て
、
極
め
て
心
配
そ

う
だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
、
机
の
上
に
約
束
の
八
十
ポ
ン
ド
を

並
べ
て
支
払
う
と
、
そ
の
時
の
彼
の
嬉
し
そ
う
な
顔
、
そ
の
上
に
十

ポ
ン
ド
を
チ
ッ
プ
と
し
て
渡
す
と
、
彼
は
、
こ
れ
は
受
け
取
れ
な
い

と
一
旦
辞
退
し
た
（
チ
ッ
プ
を
出
し
て
辞
退
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
が

初
め
て
）
。
再
度
す
す
め
る
と
、
嬉
し
そ
う
に
押
し
頂
き
、
財
布
か

ら
五
ポ
ン
ド
の
記
念
コ
イ
ン
を
取
り
出
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
か
ら

受
け
取
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
私
も
喜
ん
で
こ
れ
に
応
じ
た
。
何
回

も
握
手
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
彼
は
ホ
テ
ル
を
後
に
し
た
。

の
タ
ク
シ
ー
は
百
元
だ
と
い
う
。
高
い
と
は
思
っ
た
が
、
前
の
に
比

べ
る
と
半
値
な
の
で
決
め
た
。

三
元
里
は
長
い
間
も
て
は
や
さ
れ
た
民
族
闘
争
の
遺
跡
だ
が
、
次

第
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
（
後
か
ら
の
侵
略
が
あ
る
と
、

先
の
侵
略
は
次
第
に
薄
め
ら
れ
る
）
。
反
英
闘
争
記
念
碑
は
す
ぐ
判

っ
た
が
、
記
念
館
は
か
な
り
離
れ
た
所
に
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
タ

ク
シ
ー
を
待
た
せ
て
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
ク
シ
ー
を
返
す

と
、
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
が
拾
え
そ
う
に
な
い
（
そ
れ
ほ
ど
観
に
く
る

人
が
減
っ
て
い
る
）
。
止
む
を
得
ぬ
と
考
え
、
紙
に
「
侍
単
科
五
十

元
」
と
提
示
す
る
と
彼
は
相
好
を
崩
し
て
、
０
．
Ｋ
と
い
う
（
後
で
、

家
内
は
気
前
が
良
い
の
に
も
程
が
あ
る
と
私
を
な
じ
っ
た
が
、
私
は

今
も
正
解
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
）
。

記
念
館
を
探
す
の
に
、
彼
は
懸
命
に
な
っ
て
く
れ
、
や
っ
と
見
付

け
て
く
れ
た
が
、
行
っ
て
み
る
と
、
客
が
来
な
い
の
か
鍵
が
掛
か
っ

て
い
る
。
記
念
館
は
当
時
の
社
学
（
郷
村
教
育
機
関
）
。
今
を
去
る

百
六
十
年
前
、
広
東
に
侵
入
し
た
英
軍
は
、
掠
奪
・
暴
行
・
殺
裁
・

非
道
の
限
り
を
つ
く
し
た
。
あ
ま
り
の
残
虐
さ
に
た
ま
り
か
ね
た
三

元
里
の
住
民
は
、
郷
紳
・
農
民
と
も
に
団
結
し
て
「
社
学
」
を
中
心

に
反
英
武
装
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
た
。
遂
に
は
英
軍
を
追
い
つ
め
、

戯
滅
の
機
が
や
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
清
朝
政
府
は
英
軍
と
の
和
睦

を
考
え
、
人
民
軍
に
圧
力
を
か
け
、
英
軍
の
退
却
に
手
を
貸
し
て
し

ま
っ
た
。

記
念
館
は
外
か
ら
覗
く
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
武
器
や
決
起
の



二
年
前
の
九
月
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ホ
テ
ル
・
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
（
ゲ

ー
テ
の
定
宿
だ
っ
た
。
象
屋
さ
ん
）
の
フ
ロ
ン
ト
に
タ
ク
シ
ー
を
依

頼
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
を
目
指
す
。
や
っ
て
来
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

用
意
し
て
い
た
地
図
を
広
げ
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
「
マ
リ
エ
ン

ヌ
教
会
」
「
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ッ
ア
ー
像
」
「
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ゲ
ー

ト
（
女
門
）
」
等
を
指
で
押
さ
え
な
が
ら
、
見
て
回
り
た
い
と
こ
ろ

を
告
げ
た
。
「
チ
ャ
ー
チ
」
と
発
音
し
て
も
ど
う
し
て
も
通
じ
な
い
。

や
っ
と
「
キ
ル
ヘ
」
を
思
い
だ
し
、
了
解
（
旧
東
ド
イ
ツ
で
は
英
語

教
育
を
ロ
シ
ア
語
教
育
に
代
え
た
の
で
英
語
は
全
然
通
じ
な
い
）
。

途
中
、
エ
ア
フ
ル
ト
で
道
路
工
事
の
た
め
、
交
通
渋
滞
に
ひ
っ
か

か
る
（
旧
東
ド
イ
ツ
は
社
会
資
本
が
遅
れ
、
最
近
、
各
所
で
道
路
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
旧
西
ド
イ
ツ
の
人
々
が
払
わ
さ
れ
て

い
る
団
結
税
ｌ
所
得
の
七
四
％
の
負
担
で
あ
る
）
．

ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
フ
ラ
ウ
エ
ン
・
ゲ
ー
ト
を
入
っ
た
と
こ
ろ

の
肉
屋
さ
ん
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
私
の
示
し
た
地
図
で
場
所
や
順
路

の
確
認
を
し
た
。
肉
屋
の
お
か
み
さ
ん
は
、
こ
こ
数
年
、
日
本
人
は

誰
も
来
て
い
な
い
と
い
う
。
女
門
近
く
に
立
つ
ト
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ッ

ァ
ー
像
（
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
の
影
響
を
受
け
、
ミ
ュ

１
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
マ
リ
エ
ン
ヌ
教
会
牧
師
と
な
り
、
ル
タ
ー
が
「
神

の
前
の
人
間
の
平
等
」
を
唱
え
た
の
に
飽
き
た
ら
ず
、
ル
タ
ー
と
対

決
、
「
現
世
に
お
け
る
人
間
の
平
等
」
を
唱
え
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
み
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。

定
年
退
職
後
、
九
年
間
で
四
十
回
の
海
外
旅
行
を
こ
な
し
、
そ
の

間
、
数
え
き
れ
な
い
程
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
み
た
。
良
か
っ
た
の
と

悪
か
っ
た
の
を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
相
半
ば
す
る
。
一
般
に
流
し
の

タ
ク
シ
ー
は
悪
く
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
綿
密
な
交
渉
を
し
て
乗

っ
た
の
は
良
か
っ
た
。
今
で
も
、
も
う
一
度
会
い
た
い
と
思
う
ド
ラ

イ
バ
ー
が
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
駄
目
だ
と
思
う
の
は
、

昨
年
五
月
、
ケ
ル
ン
空
港
へ
夜
の
九
時
に
一
人
で
降
り
立
ち
、
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
ひ
っ
ぱ
り
な
が
ら
便
所
に
入
り
、
小
用
を
す
ま
せ
た
後
、

タ
ク
シ
ー
で
ア
ー
ヘ
ン
ま
で
の
暗
い
夜
道
を
ホ
テ
ル
ま
で
一
時
間
走

っ
た
事
、
そ
の
時
の
孤
独
感
、
寂
蓼
感
、
不
安
感
。
若
い
時
と
は
違

っ
て
、
も
う
古
稀
を
迎
え
る
者
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

の
貧
農
に
階
級
闘
争
を
指
導
、
ド
イ
ツ
農
民
闘
争
の
中
心
人
物
と
な

る
）
。
像
の
周
り
に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
像
の
す
ぐ
横
に
は
鉄
製

の
大
き
な
ゴ
ミ
箱
が
据
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
隔
世
の
感

を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

帰
路
、
ま
た
エ
ア
フ
ル
ト
付
近
で
ラ
ッ
シ
ュ
に
ひ
っ
か
か
り
、
四

時
間
の
約
束
が
五
時
間
を
要
し
た
が
、
パ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
イ
ス
三

○
○
マ
ル
ク
（
二
万
四
千
円
）
と
僅
か
の
チ
ッ
プ
で
、
気
持
ち
よ
く

帰
っ
て
い
っ
た
。



平
成
四
年
七
月
、
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
・
バ

ザ
ー
ル
の
混
雑
の
中
で
、
ガ
イ
ド
の
ミ
ス
・
グ
リ
ー
ン
に
タ
ク
シ
ー

を
物
色
し
て
貰
っ
た
。
行
き
先
は
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
モ
ス
ク
、
メ

フ
メ
ッ
ト
ニ
世
の
モ
ス
ク
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
の
三
重
城
壁
、
ル
ー
メ

ル
・
ヒ
サ
ー
ル
と
第
二
ポ
ス
ポ
ラ
ス
大
橋
。
イ
ズ
ミ
ー
ル
大
学
の
日

本
語
学
科
を
卒
業
し
、
親
日
家
の
多
い
ト
ル
コ
で
も
特
に
日
本
び
い

き
の
彼
女
は
、
観
光
地
以
外
の
場
所
に
興
味
を
示
す
日
本
人
に
好
奇

心
と
好
意
を
感
じ
て
か
、
数
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
当
た
っ
て
、
こ
の

入
な
ら
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
、
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
（
十
六
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
・
ト

ル
コ
の
名
君
）
の
モ
ス
ク
、
つ
い
で
メ
フ
メ
ッ
ト
ニ
世
（
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
を
陥
落
さ
せ
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
し
た
征
服
王
）
の
モ

ス
ク
へ
、
私
と
家
内
は
念
の
為
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
タ
ク
シ
ー

を
降
り
た
。
い
ず
れ
も
荘
厳
と
静
寂
の
世
界
。

ト
ル
コ
の
巻

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

続
・
外
国
の
タ
ク
シ
ー
事
情

白
川
隆
久

以
来
の
十
数
回
に
わ
た

る
ア
ジ
ア
側
の
攻
撃
を

防
ぎ
、
西
欧
世
界
を
守

っ
た
城
壁
と
、
最
後
に

中
央
突
破
さ
れ
た
エ
デ

ィ
ル
ネ
門
周
辺
の
石
の

か
け
ら
に
激
戦
の
憶
い

を
馳
せ
、
白
馬
に
跨
り
、

戟
塵
の
中
に
消
え
去
っ

た
東
ロ
ー
マ
最
後
の
皇

帝
、
コ
ン
ス
タ
ン
十
一

世
の
最
期
を
思
い
な
が

ら
城
壁
を
坊
復
し
て
い

次
に
タ
ク
シ
ー
は
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
の
作
ら
せ
た
三
重
城
壁
、
そ

の
中
心
の
エ
デ
ィ
ル
ネ
門
に
向
か
う
。
日
本
人
は
来
な
い
が
欧
米
の

ツ
ァ
ー
・
バ
ス
は
大
挙
し
て
路
上
に
並
ぶ
。
（
一
四
五
三
年
、
オ
ス

マ
ン
・
ト
ル
コ
は
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
総
攻
撃

を
加
え
る
。
東
ロ
ー
マ
か
ら
の
救
援
依
頼
を
受
け
た
西
欧
キ
リ
ス
ト

教
世
界
は
、
英
・
仏
百
年
戦
争
の
最
中
で
救
援
軍
を
送
れ
ず
、
為
に

東
ロ
ー
マ
帝
国
は
滅
亡
し
た
。
）
欧
米
人
に
は
そ
の
時
の
事
に
負
い

目
が
あ
る
ら
し
い
。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
の
三
重
城
壁
は
確
か
に
凄
い
。
フ
ン
王
ア
ッ
チ
ラ

テオドシウス（４世紀のローマ皇帝） の三亜城壁
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ポスボラス第二大橋手前（左側）ヨーロッパ側のルーメルヒサール、
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対岸（右側1）アジア側のアナトリア゛ヒサール（第一大橋は1973年に開通した）

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
氏

が
作
り
笑
い
を
し
な
が

ら
ち
か
づ
い
て
き
た
。

「
ム
ッ
シ
ュ
ー
・
エ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
…
…

…
」
私
は
ど
う
や
ら
研

究
者
、
家
内
は
助
手
と

映
じ
た
の
だ
ろ
う
。
城

壁
の
写
真
ば
か
り
を
擬

り
、
人
を
被
写
体
に
し

な
い
の
で
、
御
両
人
で
一

枚
と
、
写
真
を
撮
っ
て

く
れ
、
小
さ
い
紙
切
れ

を
私
に
示
し
、
現
在
で

タ
ク
シ
ー
代
（
待
ち
時

間
を
含
む
）
は
幾
ら
に

な
っ
て
い
る
と
説
明
し

た
。
こ
れ
を
報
ら
せ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か

ら
以
後
は
メ
ー
タ
ー
料

金
が
一
巡
し
て
メ
ー
タ

１
が
切
り
替
わ
る
ご
と
に
、
現
在
で
幾
ら
だ
と
の
料
金
用
紙
を
渡
す
。

高
額
に
な
っ
て
き
た
タ
ク
シ
ー
代
が
気
が
か
り
に
な
っ
て
仕
方
が
な

い
様
子
だ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
ヌ
ー
メ
ル
・
ヒ
サ
ー
ル
に
着
く
。
当
時
ベ
ネ
チ
ア
と

ジ
ェ
ノ
ァ
の
海
軍
が
黒
海
を
拠
点
に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
の
物
資

を
補
給
し
て
い
た
。
メ
フ
メ
ッ
ト
ニ
世
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
孤
立

さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
側
に
ア
ナ
ト
リ
ア
・
ヒ
サ
ー
ル
を
、
こ
の

対
岸
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
に
ヌ
ー
メ
ル
・
ヒ
サ
ー
ル
を
築
き
、
そ
れ
ぞ

れ
砲
台
を
建
設
し
た
。
こ
の
両
砲
台
に
挟
ま
れ
た
ポ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

の
幅
は
六
百
メ
ー
ト
ル
、
両
砲
台
の
同
時
砲
撃
に
よ
り
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
は
孤
立
し
た
。
こ
の
陣
地
を
見
て
回
る
の
に
私
も
家
内
も
リ

ュ
ッ
ク
を
タ
ク
シ
ー
の
中
に
放
り
込
ん
だ
ま
ま
、
ド
ラ
イ
バ
ー
氏
は

ま
た
料
金
表
を
私
に
見
せ
る
。
私
は
「
ヤ
ァ
ー
、
０
．
Ｋ
」
。
つ
い

で
ポ
ス
ポ
ラ
ス
第
二
大
橋
の
橋
脚
に
向
か
う
。

ポ
ス
ポ
ラ
ス
第
一
大
橋
は
イ
ギ
リ
ス
が
中
心
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
企
業
連
合
が
落
札
、
車
と
人
の
併
用
橋
で
、
欧
亜
を
結
ぶ
最

初
の
橋
と
な
っ
た
。
第
二
大
橋
は
石
川
島
を
盟
主
と
す
る
日
本
の
み

の
企
業
連
合
体
が
入
札
に
成
功
、
車
の
み
の
橋
だ
が
、
第
一
大
橋
の

工
期
が
大
幅
に
遅
れ
た
の
に
比
し
、
工
期
内
に
完
成
し
た
の
と
、
橋

の
美
し
さ
が
比
類
な
い
と
ド
ラ
イ
バ
ー
氏
は
ト
ル
コ
の
国
民
を
代
表

し
て
鼻
を
う
ご
め
か
し
た
。

帰
路
、
タ
ク
シ
ー
が
ホ
テ
ル
に
近
づ
く
と
ド
ラ
イ
バ
ー
氏
が
「
ム



平
成
九
年
十
一
月
、
念
願
の
エ
ジ
プ
ト
ヘ
行
っ
た
。
大
手
の
旅
行

会
社
か
ら
ツ
ァ
ー
旅
行
の
熱
心
な
勧
誘
を
受
け
た
が
、
企
画
書
に
は

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
が
入
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
も
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
に
行
き
た
い
の
で
中
堅
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
を
選
ん
だ
。
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
プ
ト
レ
マ
イ

ォ
ス
朝
の
都
で
あ
り
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
最
大
の
文
化
都
市
で
あ
り
、

最
近
の
発
掘
で
は
女
王
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
宮
殿
が
、
港
内
の
海
底
に

シ
シ
ュ
ー
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
だ
か
ら
、

タ
ク
シ
ー
代
は
き
ち
ん
と
払
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
ね
」
と
話
し
か
け
て
き
た
。
「
勿

論
、
ヤ
ァ
ー
」
と
言
う
と
、
全
身
に
喜
び

が
溢
れ
、
相
好
を
崩
し
、
「
今
日
は
最
高
の

日
だ
。
宝
籔
を
買
っ
て
く
る
か
ら
、
一
寸

だ
け
待
っ
て
欲
し
い
」
と
蕊
販
売
所
に
走

っ
た
。
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
車
を
降
り
る

時
、
二
時
間
半
の
車
代
と
チ
ッ
プ
を
加
え

て
四
十
万
リ
ラ
（
日
本
円
、
一
万
円
、
ト

ル
コ
で
は
大
金
）
を
渡
す
と
、
彼
の
身
体

全
体
か
ら
喜
び
が
溢
れ
、
最
敬
礼
と
握
手

の
末
に
別
れ
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
巻

姿
を
見
せ
は
じ
め
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

か
ら
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
真
西
に
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ
る
と
、
二
時

間
で
エ
ル
・
ア
ラ
メ
イ
ン
に
着
く
。
第
二
次
大
戦
鐙
大
の
激
戦
地
で

ロ
ン
メ
ル
将
軍
率
い
る
独
・
伊
軍
と
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
英
軍
が
激

突
、
両
軍
併
せ
て
七
万
五
千
の
戦
死
者
が
出
た
。
敗
戦
に
も
拘
わ
ら

ず
、
独
・
伊
側
は
慰
霊
場
を
設
け
、
慰
霊
の
祭
り
を
欠
か
き
な
い
。

そ
の
状
況
を
一
目
見
て
お
き
た
い
願
望
が
あ
る
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
が
、
私
と
家
内
の
生
命

を
取
り
止
め
る
幸
運
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
運
・
不
運

は
時
間
軸
と
空
間
軸
の
交
点
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
十
一
月
十
七
日
、

ルクソールハトシェプスト女王葬祭殿のテラス

テロによる惨劇の２日後の写真。このテラスで銃

撃されると逃げ喝がない。
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アレキサンドリアからカイロへ戻る我々の乗って
いるツアー・バス

アレキサンドリアの警察とカイロの警察の笹備の
引き継ぎ



午
前
九
時
、
私
達
の
ツ
ァ
ー
は
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
ダ
ム
の
見
学
を
し

て
い
た
。
同
じ
時
間
、
大
手
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
は
、
そ
こ
か
ら
下
流

の
ル
ク
ソ
ー
ル
、
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
女
王
葬
祭
殿
に
い
た
。
突
如
、

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
の
テ
ロ
が
始
ま
っ
た
。
日
本
人
旅
行
者
十
人

を
含
む
六
十
数
人
が
、
ゲ
リ
ラ
の
凶
弾
に
倒
れ
た
。
二
日
後
、
私
達

は
こ
の
場
に
立
っ
た
。
現
場
で
は
水
を
流
し
血
を
拭
き
と
っ
て
い
た
。

私
達
は
心
か
ら
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

そ
の
頃
、
丸
亀
の
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
で
は
、
私
と
家
内
の
安
否

を
気
遣
っ
て
く
れ
る
人
達
が
集
ま
っ
て
い
た
。
帰
国
後
、
そ
の
時
の

状
況
報
告
を
し
、
二
日
間
の
日
程
違
い
で
無
事
だ
っ
た
と
言
っ
た
の

に
、
噂
で
は
二
時
間
違
い
で
助
か
っ
た
と
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
事

件
以
来
、
ホ
テ
ル
は
ガ
ラ
空
き
、
ツ
ァ
ー
・
バ
ス
の
前
後
は
、
エ
ジ

プ
ト
軍
の
車
両
に
護
ら
れ
る
移
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
こ
れ
以

オールド・カイロのズワイラ門

この円の内側（こちら側）がオール

ド・カイロ。数多くのモスク、コプ

ト派キリスト教会が散在する。

門は900年を越えて健在。

上
、
事
件
が
起
こ
る
と
、
国
家
の
威
信
に
関
わ
る
。
）
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
に
着
い
て
も
エ
ル
・
ア
ラ
メ
イ
ン
ま
で
は
許
可
さ
れ
る
筈
が

無
か
っ
た
。
早
朝
、
タ
ク
シ
ー
を
駆
っ
て
、
市
内
の
ア
プ
キ
ー
ル
湾

（
物
静
か
な
漁
村
、
か
つ
て
英
の
ネ
ル
ソ
ン
艦
隊
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
艦

隊
を
撃
滅
し
た
と
こ
ろ
）
を
見
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
カ
イ
ロ
へ
の
帰
り
は
、
前
後
・
左
右
を

パ
ト
カ
ー
に
守
ら
れ
な
が
ら
の
二
時
間
に
及
ぶ
Ｖ
・
Ｉ
・
Ｐ
道
中
で

あ
っ
た
。

カ
イ
ロ
に
着
い
て
か
ら
空
港
ま
で
の
空
き
時
間
、
土
産
買
い
の
時

間
を
利
用
し
て
、
カ
イ
ロ
市
内
の
モ
ス
ク
と
コ
プ
ト
派
キ
リ
ス
ト
教

会
を
タ
ク
シ
ー
で
見
て
回
る
こ
と
に
す
る
。
イ
プ
ン
・
ト
ウ
ル
ン
・

モ
ス
ク
。
ス
ル
タ
ン
・
ハ
ツ
サ
ン
・
モ
ス
ク
等
々
。
美
し
い
モ
ス
ク

が
続
く
。
ズ
ワ
イ
ラ
門
（
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
が
、
十
世
紀
、
エ
ジ
プ

（
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
が
、
十
世
紀
、
エ
ジ
プ

タ
。
。
ト
を
支
配
し
た
時
に
作
ら
せ

韮
咋
幅
た
城
門
）
ま
で
来
て
、
最
初

院
賞
唾
匝
に
渡
し
て
あ
っ
た
メ
モ
に
は

詞鍾醗蔭アズハラ・モスクと瞥い
ン
を
之
鋳
て
お
い
た
の
に
そ
こ
を
素
通

叶
扣
が
躯
り
す
る
・
催
促
し
た
が
無
視

回
の
侮
輌
さ
れ
た
。
（
こ
の
モ
ス
ク
は

切
峠
一
雌
イ
ス
ラ
ム
最
大
の
大
学
が
併

弘
恭
勿
栫
設
さ
れ
て
お
り
、
テ
ロ
と
の



ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
巻

平
成
十
一
年
一
月
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ツ
ア
ー
旅
行
に
参
加
し
た
。

事
前
に
「
地
球
の
歩
き
方
Ｉ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
編
」
を
読
む
と
、
旅
行
者

関
連
か
ら
か
、
或
い
は
入
る
の
に
手
続
き
が
大
変
な
の
か
、
理
由
は

わ
か
ら
ず
じ
ま
い
。
）

コ
プ
ト
派
キ
リ
ス
ト
教
会
〈
五
世
紀
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
か
ら
分
離
、
東
方
教
会
的
要
素
が
強
い
。
）
の
聖
母
教
会
前
で
は
、

軍
関
係
の
検
問
が
行
わ
れ
て
い
た
。
私
達
は
運
良
く
答
め
ら
れ
ず
、

聖
セ
ル
ジ
ュ
ー
ス
教
会
で
は
日
曜
日
の
ミ
サ
に
も
ぐ
り
込
め
た
。
ギ

リ
シ
ャ
正
教
に
似
て
お
り
、
荘
厳
な
儀
式
、
司
祭
の
服
装
も
お
ご
そ

か
で
美
し
か
っ
た
。

カ
イ
ロ
、
ラ
ム
セ
ス
・
ヒ
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
に
一
民
る
と
、
タ
ク
シ

ー
の
溜
ま
り
場
に
、
フ
ロ
ン
ト
の
接
客
係
、
タ
ク
シ
ー
係
も
出
て
来

て
、
数
名
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
囲
ま
れ
、
も
っ
と
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

見
て
回
っ
た
ら
と
す
す
め
ら
れ
る
。
日
本
へ
の
フ
ラ
イ
ト
時
間
が
迫

っ
て
い
る
か
ら
も
う
駄
目
だ
と
時
計
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
て
も
、

こ
ち
ら
の
発
音
が
お
か
し
い
か
ら
か
、
或
い
は
解
っ
て
い
な
が
ら
暇

だ
か
ら
、
か
ら
か
っ
て
い
る
の
か
、
笑
い
な
が
ら
面
白
が
っ
て
し
つ

こ
く
す
す
め
る
。
遂
に
家
内
が
時
計
の
時
刻
を
指
さ
し
、
鳥
の
羽
ば

た
く
姿
、
バ
タ
バ
タ
を
す
る
と
、
了
解
、
了
解
で
大
笑
い
の
末
、
解

散
。
陽
気
な
連
中
だ
っ
た
。

ら
ず
単
位
だ
け
ド
ル
に
変
わ
る
も
の
。
あ
る
い
は
凄
味
を
き
か
せ
る

も
の
等
々
、
こ
の
国
で
は
タ
ク
シ
ー
は
使
え
な
い
ぞ
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
フ
エ
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
中
部
の
古
都
）
で
昼
食
に
入
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
地
図
を
見
る
と
、
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
〈
明

治
三
十
八
年
来
日
、
大
隈
重
信
の
知
遇
を
得
て
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国

史
」
を
著
し
、
つ
い
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
各
地
で
反
仏
独
立
運
動
を
起
こ

し
、
捕
ら
え
ら
れ
て
フ
エ
で
死
す
。
私
は
若
い
日
、
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

亡
国
史
」
を
読
み
、
感
動
し
、
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
崇
拝
者
。
）

の
墓
は
、
そ
う
遠
く
で
は
な
い
。
昼
食
を
抜
い
て
タ
ク
シ
ー
で
行
け

ば
と
思
う
と
、
も
う
矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
い
。
添
乗
員
に
話
し
、
ガ

イ
ド
と
三
人
で
相
談
す
る
と
、
ツ
ァ
ー
客
の
皆
さ
ん
が
昼
食
を
食
べ

て
い
る
時
間
内
に
済
む
の
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い
。
数
年
前
ま
で
は
酷

い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
た
が
、
今
は
自
由
競
争
で
タ
ク
シ
ー
が
増
え
、

の
報
告
に
よ
る
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
（
旧
サ
イ
ゴ
ン

市
）
の
タ
ク
シ
ー
事
情

は
あ
ま
り
に
も
悪
辣
な

事
例
に
充
ち
て
い
る
。

メ
ー
タ
ー
を
改
悪
し
て

料
金
が
ド
ン
ド
ン
上
が

る
も
の
。
ド
ン
の
単
位

が
途
中
で
数
字
は
変
わ

･チヤウ(1867～1940）ファン・ポイ

の墓



メ
ー
タ
ー
は
正
確
、
治
安
も
大
丈
夫
と
の
事
、
ガ
イ
ド
が
電
話
で
タ

ク
シ
ー
会
社
に
連
絡
、
や
っ
て
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ガ
イ
ド
と
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
出
発
。
タ
ク
シ
ー
は
山
の
方
へ
向
か
っ
て
走

り
出
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
集
団
墓
地
に
着
く
。
様

子
か
ら
見
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
没
者
慰
霊
墓
地
ら
し
い
。
こ

こ
に
は
用
は
無
い
が
死
者
の
霊
に
敬
意
を
払
う
の
は
悪
い
事
で
は
な

い
の
で
黙
祷
を
捧
げ
る
。
周
り
が
暗
く
な
り
、
雨
が
降
っ
て
き
た
。

時
間
も
気
に
な
り
、
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
墓
に
急
げ
と
催
促

す
る
。
タ
ク
シ
ー
は
泥
水
を
跳
ね
な
が
ら
、
や
っ
と
目
的
地
に
着
く
。

フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
晩
年
の
住
ま
い
（
フ
ラ
ン
ス
官
憲
に
よ

'－－－５５H,静:＞Ｈ鯵鍵

ホーチミン市（旧サイゴン）中央郵便局い
19世紀末、フランス統治時代に趣てられた。外般へ
も立派だが、内部の半円形の天井は見応えがある。フ

ラ

いが香か人でいがれ形はるン

霊瀞篭:悪蝿
、戦ス

にれい残たす程い管存館とに
詣て花りのろまて理さの墓よ

で
、
清
涼
感
と
満
足
感
に
浸
り
な
が
ら
、
車
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
戻
る
。

時
間
は
一
時
間
弱
、
料
金
は
十
一
万
ド
ン
（
日
本
円
、
千
円
）
。
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
食
事
が
終
わ
り
デ
ザ
ー
ト
に
移
っ
て
い
た
。
事
情

を
知
っ
た
食
堂
の
人
々
は
大
急
ぎ
で
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
麺
を
作
っ
て
く

れ
た
。
時
間
が
無
い
の
で
半
分
程
を
大
急
ぎ
で
頂
い
た
が
、
そ
の
お

い
し
か
っ
た
こ
と
、
何
よ
り
も
親
切
の
気
持
ち
が
料
理
に
乗
り
移
っ

て
い
た
よ
う
だ
。
（
ど
う
し
て
、
戦
没
者
の
慰
霊
墓
地
に
連
れ
て
行

か
れ
た
か
は
解
ら
な
い
。
今
に
な
っ
て
思
う
の
は
、
不
思
議
な
日
本

人
が
い
て
墓
地
に
案
内
し
ろ
と
い
う
。
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
の

墓
を
地
図
で
指
さ
す
。
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
事
な
ど
、
異
国

の
人
が
知
っ
て
い
る
筈
は
無
か
ろ
う
。
墓
で
あ
れ
ば
満
足
す
る
の
だ

ろ
う
。
Ｉ
ガ
イ
ド
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
相
談
も
そ
の
事
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
Ｉ
と
こ
ろ
が
、
慰
霊
墓
地
は
そ
こ
そ
こ
に
、
フ
ァ
ン
・
ポ
イ
・

チ
ャ
ウ
と
大
声
を
出
す
。
こ
れ
は
そ
こ
へ
連
れ
て
行
か
ね
ば
な
る
ま

い
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
）

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
（
旧
サ
イ
ゴ
ン
市
）
を
離
れ
る
日
、
午
前
中
の
自

由
時
間
を
利
用
し
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
こ
と
に
す
る
。
行
き
先
は
歴

史
博
物
館
、
そ
の
後
、
市
内
を
一
巡
し
て
、
一
旦
ホ
テ
ル
に
帰
り
、

荷
物
を
持
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
時
刻
に
、
空
港
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ツ
ァ
ー
に
落
ち
合
う
こ
と
に
す
る
。
条
件
を
メ
モ
に
し
、
タ
ク
シ

ー
を
頼
む
と
、
恰
幅
は
よ
い
が
、
す
こ
し
ヤ
ク
ザ
っ
ぽ
い
感
じ
の
タ

ク
シ
ー
係
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、
料
金
は
二
十
米
ド
ル
、
前
金
で
出
せ



と
言
う
。
二
十
ド
ル
を
払
う
と
、
領
収
書
を
書
き
、
し
ば
ら
く
す
る

と
痩
せ
ぎ
す
で
貧
相
な
感
じ
が
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
連
れ
て
く
る
。

車
は
メ
ー
タ
ー
が
付
い
て
い
な
い
の
で
ハ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
（
定
義

は
暖
昧
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
が
、
メ
ー
タ
ー
付
き
営
業
用
自
動
車

が
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
メ
ー
タ
ー
無
し
の
貸
し
き
り
自
動
車
が
ハ
イ

ヤ
ー
で
あ
る
。
）

歴
史
博
物
館
に
入
る
。
こ
こ
の
お
目
当
て
は
、
オ
ケ
オ
遺
跡
の
出

土
品
で
あ
る
。
オ
ヶ
オ
遺
跡
は
一
、
二
世
紀
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
南
部
に

栄
え
た
扶
南
国
の
外
港
で
、
扶
南
国
の
繁
栄
ぶ
り
や
、
当
時
の
海
上

！蕊 灘蕊蕊蕊蕊蕊i鍵熱iiiAj｡nｋﾐﾆ且

位掴（ホーチミン市、歴史博物館）
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交
通
、
貿
易
の
有
り
様
を
知
る
事
が
出
来
る
。
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
ル
ク

ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
金
貨
な
ど
、
出
土
品
は
一
箇
所
に
集
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
す
ぐ
わ
か
っ
た
が
、
説
明
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
の
み
、

文
字
が
一
宇
も
読
め
な
い
の
は
酷
く
悲
し
い
。

一
旦
、
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
荷
物
を
ま
と
め
て
、
車
の
所
へ
戻
っ
て

来
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
タ
ク
シ
ー
係
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
激
し
く
口

論
し
て
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ド
ン
の
紙
幣
が
は

み
出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
出
し
た
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
の
口
論
で

あ
る
。
察
す
る
に
、
タ
ク
シ
ー
係
か
ら
渡
さ
れ
た
労
賃
が
少
な
か
つ

オケオ週跡の出土品

、
タ
ク
シ
ー
係
か
ら
渡
さ
れ
た
労
賃
が
少
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
（
恐
ら
く
は
ピ
ン
は
ね
）
ド
ラ

イ
バ
ー
は
激
し
く
食
っ
て
か
か
っ
て
い
た
が
、
言

い
く
る
め
ら
れ
た
の
か
、
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
な

が
ら
最
後
に
あ
き
ら
め
た
。

目
的
地
、
空
港
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
着
き
、

車
を
降
り
る
時
、
先
程
の
労
賃
の
や
り
と
り
が
目

に
浮
か
び
、
チ
ッ
プ
を
は
ず
ん
だ
。
彼
は
チ
ッ
プ

を
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
（
支
払

い
は
す
で
に
済
ん
で
い
る
。
〉
爆
発
的
な
喜
び
を

身
体
全
体
で
表
し
、
そ
れ
か
ら
深
々
と
礼
を
し
、

去
っ
て
行
っ
た
。



二
年
越
し
の
念
願
が
叶
っ
て
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
へ
旅
し
た
。

旅
の
第
一
の
目
的
は
、
ウ
マ
イ
ア
・
モ
ス
ク
を
見
る
こ
と
と
、
サ
ラ

デ
ィ
ン
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
。
第
二
の
目
的
は
、
パ
ル
ミ
ュ
ラ
、
ペ

ト
ラ
の
遺
跡
を
見
る
こ
と
。
第
三
の
目
的
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
シ
リ

ア
・
ヨ
ル
ダ
ン
の
緊
張
と
和
平
に
つ
い
て
何
か
を
体
験
で
き
た
ら
と

の
思
い
で
あ
っ
た
。
旅
行
前
、
多
く
の
人
か
ら
「
秘
境
の
旅
で
す
ね
」

「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
辺
境
の
土
地
へ
行
く
の
で
す
か
」
「
危
険
な
処

で
し
ょ
う
。
生
命
が
け
の
旅
で
す
ね
。
」
等
の
声
が
か
か
っ
た
が
、

全
く
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
。

シ
リ
ア
も
ヨ
ル
ダ
ン
も
国
内
の
治
安
は
良
く
、
教
育
度
も
高
く
、

道
徳
心
堅
固
で
、
人
々
は
勤
勉
で
あ
る
。
そ
の
上
、
両
国
国
民
と
も

親
日
的
で
、
日
本
人
が
両
国
を
理
解
し
て
い
る
度
合
い
に
比
べ
、
過

か
に
多
く
の
人
が
日
本
を
理
解
し
、
日
本
へ
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
親
近
感
、
今
一
つ

は
、
今
日
の
大
国
で
、
中
近
東
を
侵
略
し
た
こ
と
の
な
い
唯
一
の
国

で
あ
る
。 シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
紀
行

白
川
隆
久

ま
ず
、
旅
の
第
一
の
目
的
。
ウ
マ
イ
ア
・
モ
ス
ク
は
雷
神
ハ
ダ
ッ

ト
の
神
殿
を
、
ロ
ー
マ
時
代
に
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
（
キ
リ
ス
ト
教
を

国
教
に
し
た
皇
帝
）
が
こ
わ
し
て
洗
礼
者
の
ヨ
ハ
ネ
教
会
を
つ
く
っ

た
。
今
度
は
イ
ス
ラ
ム
の
ウ
マ
イ
ァ
朝
時
代
に
な
る
と
、
カ
リ
フ
が

教
会
を
没
収
し
て
モ
ス
ク
を
建
て
た
（
七
○
八
年
）
。
メ
デ
ィ
ナ
の

預
言
者
の
モ
ス
ク
と
ウ
マ
イ
ア
・
モ
ス
ク
は
、
最
も
美
し
い
モ
ス
ク

の
双
壁
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
実
に
壮
麗
で
あ
る
。
中
庭
は
白
大

理
石
を
敷
き
つ
め
、
建
物
も
白
大
理
石
の
列
柱
美
を
見
せ
、
回
廊
の

モ
ザ
イ
ク
画
は
天
国
も
か
く
や
と
思
わ
せ
る
。
ヨ
ハ
ネ
の
墓
が
礼
拝

所
の
中
央
近
く
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
。

ウマイア・モスクの内部。

左靖に洗礼者ヨハネの墓が見える。



サ
ラ
デ
ィ
ン
〈
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ュ
ー
プ
朝
の
建
国
者
、
イ
ス
ラ
ム

勢
力
を
結
染
し
て
十
字
箙
を
破
り
、
二
八
七
年
イ
エ
ル
サ
レ
ム
を

回
復
、
第
三
回
十
字
軍
で
は
、
英
の
獅
子
王
リ
チ
ャ
ー
ド
と
双
方
が

騎
士
道
に
基
づ
く
正
々
堂
々
の
戦
い
を
演
じ
、
最
後
は
サ
ラ
デ
ィ
ン

が
キ
リ
ス
ト
教
徒
巡
礼
を
保
護
す
る
こ
と
で
和
平
が
成
立
し
た
。
ウ

ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
歴
史
小
説
「
タ
リ
ス
マ
ン
」
は
こ
の
両
者

の
英
雄
的
な
戦
い
を
描
き
、
今
も
西
欧
人
に
多
く
の
サ
ラ
デ
ィ
ン
、

フ
ァ
ン
が
い
る
）
の
墓
は
、
ウ
マ
イ
ア
・
モ
ス
ク
に
隣
接
す
る
マ
ド

ラ
サ
（
神
学
校
）
内
に
厳
粛
に
祭
ら
れ
て
い
た
。

第
二
の
目
的
。
バ
ル
ミ
ュ
ラ
は
シ
リ
ア
砂
漠
の
ふ
ち
に
あ
る
。
漢

と
ロ
ー
マ
を
結
ん
だ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
隊
商
基
地
と
し
て
、
三
世
紀

に
は
極
盛
を
迎
え
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
自
治
権
を
得
て
い
た
が
、

女
王
ゼ
ノ
ビ
ア
の
野
心
が
も
と
で
ロ
ー
マ
と
聯
対
し
、
ロ
ー
マ
皇
帝

に
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
の
遺
跡
が
砂
に
埋
も
れ
な
が
ら

壮
大
な
姿
を
留
め
て
い
る
。
一
キ
ロ
に
及
ぶ
列
柱
、
城
塞
、
神
殿
、

劇
場
が
建
ち
並
び
、
東
端
に
は
巨
大
な
バ
ー
ル
神
殿
が
、
西
の
岩
山

に
は
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
ア
ラ
ブ
城
砦
が
建
つ
。
夕
刻
、
こ
の
城
砦
に

登
っ
た
。
頂
上
か
ら
の
バ
ル
ミ
ュ
ラ
の
遺
跡
群
と
オ
ア
シ
ス
の
長
め

は
実
に
壮
観
で
あ
り
、
落
日
は
感
動
的
で
あ
っ
た
。

ペ
ト
ラ
は
イ
エ
ー
メ
ン
か
ら
北
上
し
た
ル
ー
ト
が
エ
ジ
プ
ト
・
シ

リ
ア
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
分
れ
る
分
岐
点
で
、
二
世
紀
に
全
盛
期
を

迎
え
た
隊
商
都
市
。
隊
商
路
の
変
更
で
忘
れ
去
ら
れ
、
十
九
世
紀
、

ド
イ
ツ
人
に
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
千
数
百
年
間
の
眠
り
に
つ
い
て
い

た
。ペ
ト
ラ
ヘ
は
ベ
ド
ウ
ィ
ン
の
馬
子
の
引
く
馬
に
乗
っ
て
三
キ
ロ
の

ワ
デ
ィ
（
昔
の
川
床
）
を
通
っ
て
行
く
。
両
側
の
切
り
立
っ
た
岩
は

美
し
い
縞
模
様
を
見
せ
、
時
に
は
馬
一
頭
が
や
っ
と
通
れ
る
狭
駐
な

所
を
進
む
。
薄
暗
い
ワ
デ
ィ
を
通
り
抜
け
る
と
目
の
前
が
バ
ツ
と
開

け
て
広
場
に
出
る
。
そ
の
正
面
に
バ
ラ
の
神
殿
ヱ
ル
・
ハ
ズ
ネ
）

が
、
厨
さ
釦
米
の
フ
ァ
サ
ー
ド
と
な
っ
て
妖
艶
な
美
し
さ
を
漂
わ
せ

て
居
る
。
道
を
右
手
に
進
む
と
町
の
中
心
街
で
、
劇
場
・
宮
殿
・
列

柱
街
道
の
壮
大
な
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
。

シ
リ
ア
・
ヨ
ル
ダ
ン
は
遺
跡
の
宝
庫
で
あ
る
。
他
に
も
シ
リ
ア
の

ア
レ
ッ
ポ
エ
プ
ラ
（
発
掘
中
）
ク
ラ
ー
ク
・
デ
・
シ
ュ
バ
リ
エ
（
十

字
軍
の
騎
士
の
城
）
が
素
晴
ら
し
い
。
特
に
ヨ
ル
ダ
ン
の
ジ
ェ
ラ
シ

で
は
四
キ
ロ
に
及
ぶ
雄
大
な
遺
跡
を
灼
熱
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が

ら
（
ホ
ー
ロ
ク
で
豆
を
煎
ら
れ
る
感
じ
、
印
度
ら
し
い
）
歩
い
た
の

は
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
る
。

第
三
の
目
的
。
七
月
二
十
日
、
私
達
は
モ
ー
ゼ
の
終
焉
の
地
ネ
バ

山
を
経
て
死
海
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
日
、

死
海
に
通
ず
る
道
は
全
面
遮
断
。
途
中
か
ら
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
の
日
、
米
国
務
長
官
と
イ
ス
ラ
エ
ル
外
相
が
死
海
の
極

秘
の
場
所
に
来
て
、
フ
セ
イ
ン
国
王
と
会
談
を
行
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
高
官
が
ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
れ
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
こ
れ



を
踏
ま
え
て
数
日
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ヨ
ル
ダ
ン
の
平
和
宣
言
が
調

印
さ
れ
た
。

七
月
十
九
日
、
ア
ン
マ
ン
の
ホ
テ
ル
で
四
人
連
れ
の
日
本
人
と
出

会
っ
た
。
｜
人
は
外
務
省
の
役
人
、
他
の
三
人
は
国
際
協
力
事
業
団

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
職
員
。
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
か

ら
の
依
頼
で
二
十
一
世
紀
を
に
ら
ん
だ
ヨ
ル
ダ
ン
の
観
光
振
興
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
来
た
と
い
う
。
平
和
が
本
格

的
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
観
光
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
た
な
い
こ

の
国
に
役
立
つ
こ
と
大
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
「
観
光
版
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
で

あ
る
。
ヨ
ル
ダ
ン
が
日
本
に
ぐ
っ
と
近
づ
い
た
と
思
っ
た
。
来
年
は

ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
が
中
心
）
で
同
様
の
仕
事
を
す

る
と
い
う
。

こ
の
九
月
、
私
は
チ
ム
ー
ル
（
卜
四
世
紀
の
英
雄
〉
が
、
こ
よ
な

く
愛
し
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
ヘ
ロ
マ
ン
を
求
め
て
旅
立
つ
。


